


























(4)跛ーーは左僻云、跛渉山川、 則祓者山行之名也。 こ、の注には草行と云た。 山を行う
ならば、草の有虚をもとをらうつぞ。毛郎のかはりは載の字ばかりぞ。 近注には許大
(14) - 75 -























近世期の用例では、「～ 卜＋ャラレタ」形式が1600年代末期に出現する。「～ I- ＋ャラレタ」
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＼わた( L i1 9 重い御無事、一だんに存る。私も遠方へ参りて
”^ 、ム、 漸此中上京いたしましたと い へぱ、 文盲
































































(12) おやと鵞く途端に又ちくりと刺した。 これは大変だと漸く気が附きがけに、 飛ぴ上る
程刷しく股の辺を遣られた。（中略）親指と人差指の間に押えた、 米粒程のもの を、
検査してみると、異様の虫であった。 （夏目漱石坑夫 1907)










































以上の結呆を作品 別 ・文型別にまとめ、 用例数とともに示すと次頁の〈表1〉になる
。
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1800年代後半に出現したDの ［ヤラレタ］文型は、 動作の内容 ・結果を表す補語を と らな





から、元々、 ヤルにレル （ラ レル
）
が付いたものが （中世後期まで）、 A
「 ~ 卜 系
」
文型によって、 出来事が引用される文型となり 、 Bによ
って、 勁作主の勁作 ・状態 ・ 手段を
表す文型となったことがわかる。 さらにC
によっ て動作主の行為と受け手の被宮の両方にと
られるようになってきた。 こうしたことを踏まえて、 Dの補語がな いャ ラ レタ文型が出現し
たと考えられる。Dは、
1800年代後半の出現後、 他の文型


























という名詞が当てはまり、 動作主が人ではな い場合に も
用いられるようになっている。
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II段階では、 ヤルの「おし進める」意に対応し、 ヤラレル形式で 「おし進められる」意を
表す。 文型はA (～卜系）、 Bの文型が該当する。 II段階は①勁作主あり、 ②受け手なし、 ③
損害なし、 であり、 被害の意味はない。 しかし、補語に動作の内容が表されており、 これが












考えられる。したがって、 1600 ~ 1700年代のA、 Bの文型は、 1400年代から用いられていた






w段階は、1800年代後半に出現したDの文型が該当する。 A (～ 卜系）の引用部分がなく


































勁作主が人ではなく人の様子や病気であるため、 能動文にすると不自然である。 つま り、対
応する能動文が認められないことになる。 受動文に対応する能動文がないということは、 こ
れらのヤラレル （夕） が本動詞ヤルにレルが付加された形式ではなく、 ヤラレル
・
（夕） 全体


















































以上のヤラレル （夕 ） の用法の変遷とヤルの用法との関連は 〈表2〉のように図示できる。
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ャラレル（夕）が被害の意味を持つようになった最大の要因は、 I · II ·頂段階を経て、
補語をとらずヤラレタのみで被害を表すようになったWの段階の成立であると考えられる。
秋元実治 (2002) は、「語用論的推論」の説明として「会話の含意が、 ある文脈中頼繁に
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